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(百万円未満切捨て)

１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 32,567 3.9 1,916 36.4 2,980 15.0 2,114 17.6

2024年３月期中間期 31,348 12.3 1,404 － 2,590 166.4 1,798 429.8
(注) 包括利益 2025年３月期中間期 3,477百万円(△26.1％) 2024年３月期中間期 4,707百万円( 68.6％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 97.21 －

2024年３月期中間期 82.71 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期中間期 84,300 62,025 65.9

2024年３月期 87,456 59,565 61.1
(参考) 自己資本 2025年３月期中間期 55,577百万円 2024年３月期 53,397百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 21.00 － 25.00 46.00

2025年３月期 － 22.00

2025年３月期(予想) － 26.00 48.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 63,700 △1.5 3,250 △16.8 4,850 △18.7 3,400 △13.9 156.34
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期中間期 23,611,200株 2024年３月期 23,611,200株

② 期末自己株式数 2025年３月期中間期 1,858,242株 2024年３月期 1,865,799株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 21,747,314株 2024年３月期中間期 21,740,199株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、添付資料３ページ「１.経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におきましては、雇用・所得環境の改善が進み、内需を中心に緩やかな回復基調で推移いた

しましたが、不安定な国際情勢による地政学リスクの高まりや原材料・エネルギー価格の高止まり、深刻化する人

手不足に伴う物流費・労務費の上昇が見込まれる等、経営環境は依然として不透明な状況が続いております。

こうした状況のもと、当社グループは、当期が最終年度となる中期経営計画の基本戦略を原則として維持し、生

産体制の効率化・合理化、新技術・新製品開発の強化、サステナビリティ経営の推進等に注力してまいりました。

この結果、当中間連結会計期間における売上高は、主に塗料関連事業の増収により325億６千７百万円（前年同期

比3.9％増）となりました。

損益面につきましては、継続的に取り組んできた販売価格見直しを含む増収の効果に加え、原価低減活動・経費

低減策を推進した結果、営業利益は19億１千６百万円（前年同期比36.4％増）、経常利益は29億８千万円（前年同

期比15.0％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は21億１千４百万円（前年同期比17.6％増）となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

[ 塗料関連事業 ]

主力製品の防水材を中心に、建築・構築物用塗料の販売が堅調に推移するとともに、集合住宅大規模改修工事

等の工事関連売上が前年同期比37.9％増となり、増収に大きく貢献した結果、当セグメントの売上高は121億８千

８百万円（前年同期比19.6％増）となりました。

損益面につきましては、継続的に取り組んできた販売価格見直しを含む増収の効果に加え、原価低減活動・経

費低減策の徹底により、セグメント利益は５億３千１百万円（前年同期比198.4％増）となりました。

[ 自動車製品関連事業 ]

国内自動車メーカーにおける一部車種の生産停止や台風に伴う工場の稼働停止、中国をはじめとしたアジア地

域におけるＥＶ市場拡大を背景とした販売低迷等の影響を受け、主力製品である吸・遮音材等の販売が減少し、

当セグメントの売上高は203億７千万円（前年同期比3.7％減）となりました。

損益面では、売上高が減少したものの、生産体制の効率化・合理化、継続的な原価低減活動・経費低減策によ

る収益性向上を受け、セグメント利益は13億８千万円（前年同期比13.0％増）となりました。

[ その他 ]

保険代理業の売上高は７百万円（前年同期比2.3％増）となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

当中間連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ31億５千５百万円減少し、843億円となりま

した。主な要因は、現金及び預金の減少30億２千７百万円によるものです。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ56億１千５百万円減少し、222億７千５百万円となりました。主な要因は、

支払手形及び買掛金の減少13億６千２百万円、電子記録債務の減少20億６千２百万円、未払法人税等の減少４億４

千万円、借入金の減少４億１千５百万円、繰延税金負債の減少４億７千２百万円によるものです。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ24億５千９百万円増加し、620億２千５百万円となりました。主な要因

は、利益剰余金の増加15億６千７百万円、その他有価証券評価差額金の減少13億８百万円、為替換算調整勘定の増

加19億２千６百万円によるものです。この結果、自己資本比率は4.8％増加し65.9％となりました。
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②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ30億

２千７百万円減少し、128億４千９百万円となりました。

営業活動による資金は、13億１千１百万円の支出（前年同期は37億８千１百万円の収入）となりました。この主

な要因は、税金等調整前中間純利益30億６千６百万円、仕入債務の減少額34億８千７百万円、利息及び配当金の受

取額７億８千３百万円、法人税等の支払額10億８千８百万円によるものです。

投資活動による資金は、５億１千９百万円の支出（前年同期は８億２千２百万円の収入）となりました。この主

な要因は、有形及び無形固定資産の取得による支出６億１千５百万円によるものです。

財務活動による資金は、15億３千１百万円の支出（前年同期は28億１千万円の支出）となりました。この主な要

因は、長期借入金の返済による支出５億１千５百万円、配当金の支払額５億４千４百万円、非支配株主への配当金

の支払額５億６千５百万円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期通期の連結業績予想につきましては、売上高は、主に中間連結会計期間において塗料関連事業が順

調に推移していること、損益面では、売上高の増加に加え、原価低減活動・経費低減策の徹底を継続するものの、

原材料・エネルギー価格の高止まりが想定されること等、最近の業績動向及び今後の事業環境の変化等を踏まえ、

2024年８月８日に公表しました業績予想を、以下のとおり修正いたします。

なお、この業績予想は、当社が現時点で入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の根拠に基づいており、

実際の業績等は今後様々な要因により大きく異なる可能性があります。

〔通期の連結業績予想〕

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想 (Ａ) 62,600 3,100 4,850 3,300 151.77

今回修正予想 (Ｂ) 63,700 3,250 4,850 3,400 156.34

増減額 (Ｂ－Ａ) 1,100 150 0 100

増減率 (％) 1.8 4.8 0.0 3.0

(ご参考)前期実績
(2024年3月期)

64,693 3,905 5,963 3,947 181.57

〔通期のセグメント別業績予想〕

売上高 セグメント利益

百万円 百万円

塗料関連事業 22,000 650

自動車製品関連事業 41,700 2,600
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,894 12,866

受取手形、売掛金及び契約資産 13,443 13,493

電子記録債権 3,876 3,784

商品及び製品 1,768 1,808

仕掛品 1,123 1,335

原材料及び貯蔵品 1,623 1,549

未収還付法人税等 1 －

その他 827 446

貸倒引当金 △2 △1

流動資産合計 38,555 35,282

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,792 9,839

機械装置及び運搬具（純額） 6,730 6,193

土地 4,679 4,863

建設仮勘定 242 333

その他（純額） 977 896

有形固定資産合計 22,422 22,126

無形固定資産

その他 1,236 1,295

無形固定資産合計 1,236 1,295

投資その他の資産

投資有価証券 23,167 23,216

長期貸付金 127 109

繰延税金資産 102 126

その他 1,902 2,206

貸倒引当金 △58 △63

投資その他の資産合計 25,241 25,595

固定資産合計 48,900 49,018

資産合計 87,456 84,300
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,896 8,533

電子記録債務 3,469 1,406

短期借入金 2,794 2,675

リース債務 11 11

未払法人税等 1,007 566

役員賞与引当金 61 －

その他 4,165 3,324

流動負債合計 21,405 16,518

固定負債

長期借入金 1,151 854

リース債務 19 16

退職給付に係る負債 2,895 2,939

繰延税金負債 2,303 1,831

その他 115 114

固定負債合計 6,485 5,757

負債合計 27,890 22,275

純資産の部

株主資本

資本金 4,753 4,753

資本剰余金 4,212 4,217

利益剰余金 34,742 36,310

自己株式 △1,099 △1,095

株主資本合計 42,608 44,185

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,166 5,858

為替換算調整勘定 3,220 5,147

退職給付に係る調整累計額 401 385

その他の包括利益累計額合計 10,789 11,391

非支配株主持分 6,168 6,447

純資産合計 59,565 62,025

負債純資産合計 87,456 84,300
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

売上高 31,348 32,567

売上原価 25,016 25,677

売上総利益 6,331 6,889

販売費及び一般管理費 4,926 4,972

営業利益 1,404 1,916

営業外収益

受取配当金 117 180

持分法による投資利益 729 797

為替差益 233 －

その他 145 150

営業外収益合計 1,225 1,128

営業外費用

支払利息 26 15

為替差損 － 7

支払補償金 － 31

その他 13 10

営業外費用合計 40 64

経常利益 2,590 2,980

特別利益

固定資産売却益 11 2

受取保険金 23 0

投資有価証券売却益 － 95

特別利益合計 34 98

特別損失

固定資産処分損 13 11

和解金 － 1

特別損失合計 13 12

税金等調整前中間純利益 2,612 3,066

法人税等 607 669

中間純利益 2,004 2,397

非支配株主に帰属する中間純利益 206 283

親会社株主に帰属する中間純利益 1,798 2,114
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

中間純利益 2,004 2,397

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,124 △1,293

為替換算調整勘定 667 981

退職給付に係る調整額 △8 △16

持分法適用会社に対する持分相当額 919 1,409

その他の包括利益合計 2,702 1,080

中間包括利益 4,707 3,477

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 4,162 2,716

非支配株主に係る中間包括利益 544 761
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 2,612 3,066

減価償却費 1,589 1,501

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 4

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 12 17

受取利息及び受取配当金 △177 △228

支払利息 26 15

持分法による投資損益（△は益） △729 △797

固定資産売却損益（△は益） △7 △2

固定資産処分損益（△は益） 9 11

投資有価証券売却損益（△は益） － △95

受取保険金 △23 △0

売上債権の増減額（△は増加） 510 183

棚卸資産の増減額（△は増加） △320 △148

仕入債務の増減額（△は減少） 103 △3,487

その他 △19 △1,032

小計 3,585 △992

利息及び配当金の受取額 772 783

利息の支払額 △25 △15

保険金の受取額 23 0

法人税等の支払額 △606 △1,088

法人税等の還付額 31 1

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,781 △1,311

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △694 △615

有形及び無形固定資産の売却による収入 9 3

投資有価証券の取得による支出 △5 △8

投資有価証券の売却による収入 － 101

貸付けによる支出 － △7

貸付金の回収による収入 1,518 15

その他 △6 △9

投資活動によるキャッシュ・フロー 822 △519

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △950 100

長期借入金の返済による支出 △642 △515

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △479 △544

非支配株主への配当金の支払額 △733 △565

その他 △3 △5

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,810 △1,531

現金及び現金同等物に係る換算差額 335 335

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,128 △3,027

現金及び現金同等物の期首残高 10,853 15,876

現金及び現金同等物の中間期末残高 12,982 12,849
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使

用する方法によっております。

（会計方針の変更）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。法人税等の計上区分（そ

の他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３項ただし書きに定める

経過的な取扱いに従っており、これによる中間連結財務諸表に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

前中間連結会計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

中間連結
損益計算書
計上額
(注)3塗料関連

自動車
製品関連

計

売上高

外部顧客への売上高 10,190 21,149 31,340 7 31,348 － 31,348

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1 － 1 － 1 △1 －

計 10,192 21,149 31,342 7 31,349 △1 31,348

セグメント利益 178 1,221 1,400 4 1,404 － 1,404

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業であります。

２ 調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

３ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

当中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

中間連結
損益計算書
計上額
(注)3塗料関連

自動車
製品関連

計

売上高

外部顧客への売上高 12,188 20,370 32,559 7 32,567 － 32,567

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1 － 1 － 1 △1 －

計 12,190 20,370 32,561 7 32,568 △1 32,567

セグメント利益 531 1,380 1,911 4 1,916 － 1,916

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業であります。

２ 調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

３ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。




